
～ 令和 7年 1月 20日

（対象者数） 11 （回答者数）
9

～ 令和 7年 1月 20日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子ども達が日々の療育を楽しめるよう、偏りのない
支援内容を提供する。
・新しい取り組みも取り入れられるよう、事業所全体
で様々な視点を持って話し合い、療育プログラムを決
めていく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・家庭でできる療育や製作等を、毎月の通信で提供し
ていくことを検討。

2

3

○事業所名 スマイル・キッズ小金原

○保護者評価実施期間
令和 7年 1月 6日

○保護者評価有効回答数

令和 7年 1月 6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 7年 2月 14日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者等が同伴して行うプログラムの提供や、保護者会
の設定が困難。

・営業日は1日を通して子どもが事業所を利用している
為、時間と場所の確保が難しい。
・環境の変化に敏感な子どもがいる。
・保護者分の駐車場の確保が困難。

日替わりで療育プログラムを設定。

・5領域を意識して療育内容を決定。
・ダンスは継続的に実施し、模倣しながら振付を覚えら
れるように行う。
・机上課題も取り入れ、静と動を意識したメリハリのあ
る活動を実施。

事業所における自己評価総括表公表


